
① 普段（例年）どおりに、数メートル耕起する 

② 耕深をものさし等で測る（右図） 

⇒ ○ １５cm 以上 
普段（例年どおり）の深さで 

耕起を継続する 

⇒ 
       

※ １回の耕起で耕深を深くしすぎると初期生育が停滞する場合が 

あります。耕深が 15cm 未満の場合は毎年１～２cm ずつ深め、 
最終的に目標値（15cm）を確保しましょう。 

 

 

 

 

 

 

令和６年 ３月３１日 

 
 

 
 
 

 

 

→ 登熟期間の栄養凋落 ▷ 高温障害 

→ 稲体（茎葉・根）の機能低下 ▷ 高温耐性の低下 

→ 根が地下伸長できない ▷ 養水分の吸収力低下 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 田面高低差 ±３～４cm 以内 田面の高い部分が水面から見え隠れする程度に均す 

② やわらかさ 下層に土塊が残る程度（下図） ‟練り過ぎ”は、苗の活着不良～初期生育不良を招く 

③ 作 業 日 移植２～３日前 雑草の発生抑止対策、欠株の防止、浮き苗対策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

 

 
耕うんして 

いない部分 

耕うんした 

部分 

 
（土塊が残る程度）

代かきは、ほ場の砕土や均平、稲株・収穫残渣
ざ ん さ

を埋没 

させることが目的なんだ！だから、

で代かきするのがポイントだよ‼ 

 

コシヒカリ 

【分施体系】 

越後の輝き有機 50 
元肥エコ 

30～35 kg 10 3.0～3.5 kg 

コシヒカリ 

【一発基肥】 

越後の輝き有機 50 
スーパー元肥 

45～50 kg 12 5.4～6.0 kg 

 
※ 高温障害により品質低下したほ場や初期生育の悪い（穂数が不足する）ほ場では、

しましょう。（５割減減栽培ほ場は、化学肥料使用量：窒素成分 3.5 kg の範囲内） 

※ 基肥を全層施肥する場合、施肥後 速やかに耕起・代かき（水張り）を行って下さい。（＊脱窒防止） 

 ＊ 脱窒とは… 施肥後、耕起せずに肥料を放置すると脱窒菌により気化して窒素成分が大気中に逃げてしまうこと 

 

 

 

耕深が浅いと肥効の持続性が短いば

かりでなく、根の機能低下も早まり、

フェーンや干ばつ、高温障害に対す

る抵抗力が弱まってしまうんだ 😢 

  

 

 

 

                     電話番号(0258)41－2887 

下層土 

（硬盤） 

💛💛💛  💛💛💛 

ことが確認

できます。この根がしっかり

養水分を吸収してくれます‼ 

 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

の適切な処理

により、育苗病害の発生を防止しましょう。また、老化苗や軟弱･徒長苗とならないよう

を徹底しましょう。 
 
 
 
 

 

☀ ☽ 

 
 

出芽期 出芽長 0.5～１cm 30 ℃ 30 ℃ 
 2～ 3 日 加 温 

 5～ 7 日 無加温 

緑化期 第１葉鞘長 3.5 cm 20～25 ℃ 15～18 ℃  2～ 4 日  

硬化期 苗丈 12cm、葉数 2.0 葉 15～20 ℃ 10 ℃以上 12～13 日  
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出芽期 

基本的にかん水の必要はありませんが、「無加温育苗」

で出芽期間が長くなる場合、播種 4～5 日後に出芽状況

と土の乾きを確認し、必要に応じてかん水します 

古い被覆資材を使用している

と保水性が失われて、苗ヤケを

起こしやすくなります！ 

床土の温度低下を避けるため、

‼ 

（原則、昼頃までに） 
硬化期 

１日１回、朝にかん水を実施（AM10 時頃までに） 

（硬化期後半の晴天・高温時には２回必要なときもある） 
 
 

 （健苗スケールは透明
．．

なので奥の苗も見ることができます） 

※ 出芽期～緑化期（シート被覆時）は 

シート内の温度も考慮し管理する 

 

被覆資材（シート） 

※ ８℃以下の低温に 
注意する 

 

 

* ゆきみらい、五百万石、たかね錦、越淡麗 など 

  
 

➊ 品種ごとに適切な播種量や育苗期間を確保し、健苗を育成しましょう。 

❷ 田植前には苗追肥（べんとう肥）を施し活着の良い苗に仕上げましょう！ 

 

 

出芽長や第１葉鞘長が長くなり過ぎると、第２葉も長く

なり徒長してしまいます。少し早めくらいのタイミング

で被覆資材（シート）を剥いであげましょう‼ 

 

 

 

 

 
 
※ 発芽率 80％以上となるよう 1～

2 日を目安に日数を調節します 
 

 
 
※ 催芽後は冷水で芽止めしてから

脱水・陰干しします 

※ タフブロックによる種子消毒ができな
かった場合は、カスミン（粒剤・液剤）
による覆土前処理を徹底します 

→ もみ枯細菌病・褐条病・苗立枯細菌病 予防 

 

資材名 １箱あたり 10ａあたり 備考 

稚苗苗代配合 30g 以内 600g 以内 10ａあたり 
20 箱以内 ホーネンス培土 2.8kg 以内 56kg 以内 

 


